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葉
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楚
有
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賜
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舎
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卮
酒
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に
　
祠
る
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あ
り
、
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舎
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巵
酒
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賜
ふ
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楚
の
国
に
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ど
る
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の
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大
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な
杯
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か
ず
きに
満

た
さ
れ
た
酒
を
与
え
た
。

そ
二

リ

ま
つ
ル

楚

有

祠

者
、

①

④

②

③

た
ま
フ

そ
ノ

し
ゃ

じ
ん
二

し

し
ゅ
ヲ

賜

其

舎

人

卮

酒
。

⑩

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

一

二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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自
分
の
脳
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ま
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舎
人
相
謂
曰
数
人
飲
之
不
足
、
一
人

飲
之
有
余
請
画
地
為
蛇
先
成
者
飲
酒

2

あ
ひ

い
ヒ
テ

い
ハ
ク

舎

人

相

謂

曰
、

①

②

③

④

⑤

マ
バ
こ
れ
ヲ

ず

ラ

「
数

人

飲

之

不

足
、

⑥

⑦

⑨

⑧

⑪

⑩

い
ち

に
ん

マ
バ

ヲ

リ

リ

一

人

飲

之

有

余
。

⑫

⑬

⑮

⑭

⑰

⑯

こ
フ

ゑ
が
キ
テ

二

つ
く
リ

へ
び
ヲ

請
、
画

地

為

蛇
、

⑱

⑳

⑲

㉒

㉑

ま
ヅ

ル

マ
ン
ト

ヲ

先

成

者

飲

酒
。
」

㉓

㉔

㉕

㉗

㉖

レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
レ

レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
レ

レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
レレ

　
舎
人
相
謂
ひ
て
曰
は
く
、

「
数
人
　
こ
れ
を
　
飲
ま
ば
　
足
ら
ず
、
一
人
　
こ
れ
を

飲
ま
ば
　
余
り
　
あ
り
。
請
ふ
、
地
に
　
画
き
て
　

蛇
を
　
為
り
、
ま
ず
　
成
る
　
者
　
酒
を
　
飲
ま
ん
。」
と
。

　
使
用
人
は
話
し
合
っ
て
、

「
数
人
で
飲
め
ば
足
り
な
い
が
、
一
人
で
飲
め
ば
余
り

が
あ
る
。（
そ
こ
で
、）
ど
う
か
地
面
に
蛇
を
描え
が

き
、

最
初
に
描か

き
上
が
っ
た
者
が
酒
を
飲
む
こ
と
に
し
た
い
。」
と
言
っ
た
。
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表
現
に
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同
じ
音
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も
つ
語
句
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調
べ
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反
対
や
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比
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意
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も
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語
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調
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た
意
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語
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と
き
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観
点
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意文同対類考

『
自
分
の
脳
を
知
っ
て
い
ま
す
か
』

『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
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『
言
葉
が
つ
な
ぐ
世
界
遺
産
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少
年
の
日
の
思
い
出
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ど
も
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権
利
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森
に
は
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法
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い
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い
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河
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と
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こ
の
教
材
で
学
ぶ
言
葉

3

　
一
人
蛇
先
成
引
酒
且
飲
之
乃
左

手
持
卮
右
手
画
蛇
曰
吾
能
為
之
足

い
ち

に
ん
ノ

へ
び

ま
ズ

ル

一

人

蛇

先

成
。

①

②

③

④

⑤

キ
テ

ヲ

ま
さ
二

マ
ン
ト

ヲ

引

酒

且

飲

之
。

⑦

⑥

⑩

⑨

す
な
は
チ

ニ
テ

チ

し
ヲ

乃

左

手

持

卮
、

⑫

⑬

⑭

⑯

⑮

ニ
テ

ゑ
が
キ
テ

ヲ

い
ハ
ク

右

手

画

蛇

曰
、

⑰

⑱

⑳

⑲

㉑

わ
れ

よ
ク

つ
く
ル
ト

ガ

ヲ

「
吾

能

為

之

足
。
」

㉒

㉓

㉔

㉖

㉕

レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
レ
　
　
　
　
　
レレ

レ

二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

一

　
一
人
の
　
蛇
　
ま
ず
　
成
る
。
酒
を
　
引
き
て
　
ま
さ
に

こ
れ
を
　
飲
ま
ん
と
　
す
。
す
な
は
ち
　
左
手
に
て

卮
を
　
持
ち
、
右
手
に
て
　
蛇
を
　
画
き
て
　
曰
は
く
、

「
吾
　
よ
く
　
こ
れ
が
　
足
を
　
為
る
。」
と
。

　（
競
争
が
始
ま
り
、）
一
人
の
蛇
が
最
初
に
描か

き
上
が
っ
た
。（
そ
こ
で
、）
酒
を
引
き
寄
せ
て

今
に
も
飲
も
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
左
手
で
杯
を
持
ち
な
が
ら
、
右
手
で
は
（
再
び
地
面
に
）

蛇
を
描
き
（
始
め
）、「
私
は
こ
の
足
を
描
く
こ
と
も
で
き
る
。」
と
言
っ
た
。

す⑧⑪
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開
発
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関
係

文類考

　
　 

調
べ
た
り
考
え
た
り
し
て
意
味
を
理
解
す
る
。

　
　 

短
文
を
作
っ
て
表
現
に
生
か
す
。

　
　 

同
じ
音
を
も
つ
語
句
を
調
べ
る
。

　
　 

反
対
や
対
比
の
意
味
を
も
つ
語
句
を
調
べ
る
。

　
　 

似
た
意
味
を
も
つ
語
句
を
調
べ
る
。

　
　 

考
え
る
と
き
の
観
点
と
し
て
生
か
す
。

意文同対類考

『
自
分
の
脳
を
知
っ
て
い
ま
す
か
』

『
オ
ツ
ベ
ル
と
象
』

『
言
葉
が
つ
な
ぐ
世
界
遺
産
』

『
少
年
の
日
の
思
い
出
』

『
子
ど
も
の
権
利
』

『
森
に
は
魔
法
つ
か
い
が
い
る
』

『
河
童
と
蛙
』

こ
の
教
材
で
学
ぶ
言
葉
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